
令和5年度
外科専攻医指導プログラム

大分県立病院 外科



【現状】

・スタッフ １０名 （九州大学７名、大分大学３名）

・外科専攻医 ２名 （九州大学１名、大分大学1名）

・受け入れ希望 年次によらず九州大学より2名希望です

・年間NCD登録手術件数 １７７６例（２０２１年実績）

消化管 ２８４例

肝胆膵 ２０１例

乳腺 ２８７例

ヘルニア ７２例

外傷 ５例

小児外科 ２５９例（九州大学小児外科）

心臓・血管 ３６９例（長崎大学心臓血外科）

呼吸器 １４２例（長崎大学腫瘍外科）



外科専攻医 到達目標

1年目：術者５０〜８０例／年、助手１８０〜２４０例／年（下線：最低ライン）

（消化管）

・虫垂炎の診断、治療適応が決定できる

・腹腔鏡下虫垂切除が完遂できる

・胃癌、大腸癌など主要手術の助手ができる

・腸閉塞の診断、治療方針が決定できる

・上部消化管内視鏡検査を自立して施行できる

（肝胆膵）

・腹腔鏡下胆嚢摘出術が完遂できる

（乳腺）

・乳房切除術を完遂できる

（その他）

・CVポート増設を完遂できる

・鼠径リンパ節生検を完遂できる

・胃・大腸・乳腺手術の術後管理ができる

・小児外科、心臓・血管外科、呼吸器外科の助手ができる



外科専攻医到達目標

2年目：術者８０〜１２０例／年、助手１８０〜２４０例／年（下線：最低ライン）

（消化管）

・イレウス解除術が完遂できる

・腹腔鏡下回盲部切除術が完遂できる

・上部消化管内視鏡検査を自立して施行できる

（肝胆膵）

・急性胆嚢炎の診断、治療適応が決定できる

・肝癌、膵癌など主要手術の助手ができる

（乳腺）

・乳腺部分切除術が完遂できる

（その他）

・鼠径ヘルニアの診断、治療適応が決定できる

・鏡視下鼠径ヘルニア根治術が完遂できる

・食道・肝胆膵手術の術後管理ができる

・小児外科、心臓・血管外科、呼吸器外科の助手ができる



外科専攻医 到達目標

３年目：術者１００〜１５０例／年、助手１８０〜２４０例／年（下線：最低ライン）

（消化管）

・消化管穿孔などの急患の診断、治療適応が決定できる

・消化管穿孔などの緊急開腹手術が完遂できる

・腹腔鏡下幽門則胃切除術が完遂できる

・腹腔鏡下S状結腸切除術が完遂できる

・上部消化管内視鏡検査を自立して施行できる

（肝胆膵）

・腹腔鏡下肝部分切除術が完遂できる

・膵体尾部切除術が完遂できる

（乳腺）

・乳がん腋窩郭清が施行できる

・センチネルリンパ節生検が施行できる

・局麻で乳腺腫瘤摘出術ができる

（その他）

・当院の救命救急センターの当直を担当できる

・初期研修医に対して、診断や周術期管理の指導ができる

・小児外科、心臓・血管外科、呼吸器外科の助手ができる



学会活動、論文作成など学術的な活動

1年目

・大分県外科医会で発表する

・福岡外科集談会で発表する

・日本語の論文を作成する

2年目

・福岡外科集談会で発表する

・日本内視鏡外科学会または日本乳癌学会で発表する

・日本外科学会で発表する

・日本語または英語の論文を作成する

３年目

・日本内視鏡外科学会または日本乳癌学会で発表する

・消化器外科学会で発表する

・日本外科学会で発表する

・英語の論文を作成する


